
地域調査報告　6，ユ984

松本平黒沢川扇状地における
　　リンゴ生産の地域的性格

菊　地　俊　夫

I　序　　論

松本平は塩尻市から大町市までの南北約50㎞に

及ぶ範囲で，南に広がる形状をなす長野県最大の

地溝盆地である。そこでは大小の扇状地が複合し

ながら松本平の盆地面を形成しており，それらは

両側の山地，ことに飛騨山脈から流入する多くの

河川の堆積物から成り立っている1ししたが’って，

扇状地では礫質土壌が広く分布しているため，水

田化に対する努力がなされる以前には，畑地や桑

園，および雑木林が卓越していた。このような扇

状地の土地利用や景観が土壌条件や水利条件を反

映していることは，多くの碩学により指摘されて

きた2）。しかし争扇状地に立地する農業や農家の性

格，農業経営の発展過程や存在形態などは十分に

解明されているとはいえない。そこで，この報告

は黒沢川扇状地の調査に基づいて，そこに卓越す

るリンゴ生産の発展過程と農業経営における地位

などを分析することにより；扇状地の農業や農家

の性格の一端を解明することを目的にした。

　黒沢川扇状地は長さ約5km，幅約3k㎜で，38

％。の平均勾配をもっている。その規模は松本平の

ユ6か所の扇状地のなかで王ユ番目に大きく，斜面は

5番目に急勾配である3しまた，黒沢川扇状地は南

安曇郡旧小倉村（現在の三郷村）と旧梓村（現在の

梓川村）に広がっているが，その領域の約70％は旧

小倉村に属している。旧小倉村は北小倉と南小倉，

東小倉，室町の4集落から成り立っており，北小

倉と南小倉は扇頂部に，東小倉と室町は扇央部に

立地している。ユ980年現在，旧小倉村の農家は

406戸で，そのうち専業農家は総農家数の23．2％

にあたる94戸である。多くの農家では，恒常的な

勤務に従事するものがあり，第2種兼業農家は総

農家数の54．9％にあたる223戸に及んでいる。旧

小倉村の経営耕地面積は402haであり，扇央部に

多く分布する畑地と樹園地の面積はそれぞれ工52

haと上93haである。水田は扇頂部に多く分布し

ているが，その面積は57haにすぎない。

　以下，旧小倉村地籍の黒沢川扇状地の開発と土

地利用の変化について検討しよう。

皿　黒沢川扇状地の開発と土地利周の変化

　∬一1　黒沢川扇状地の開発

　ユ9ユ3年（大正2）に大日本帝国陸地測量部が発行

した小倉と波多の2．5万分の1の地形図によれば、

旧小倉村地籍の黒沢川扇状地には扇頂部に北小倉

と南小倉の2集落が立地するだけで，扇央部はア

カマッの林地になっている。この林地は江戸時代

に小倉御林と称し，松本藩の管轄にあった。小倉

御林では，長尾組（小倉固温圃明盛1三田画烏川）

と上野組の一部（梓固倭）の村落に入会権が与えら

れ，農家は落葉落枝や下草，小柴，茸類の採取，

および灌概樋や橋梁の用材の伐採を許されていた4き

明治期になると，小倉御林は国有となり，小倉官

林と呼称されるようになった。入会権は落葉落枝

の採取に限り許可されたが，その期間と数量は制

限された5ししかし，ユ898年（明治3ユ）には落葉落

枝や下草，小柴が無料で採取できるようになり，

1902年（明治35）には小倉官林の保護管理も入会

権のある村落に委託されるようになった6し
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　小倉官林は562．6haの規模をもち，その開発は

開墾助成法に基づく小倉村外6カ村開墾組合開墾

助成事業として1920年（大正9）に開始された。開

墾にはトラクターや抜根機が用いられ，玉93ヱ年（昭

和6）までに497，4haのアカマッ林が耕地化された。

土地は一部に共有地を残して，入会権をもってい

た農家に均等配分された。入植は1919年（大正8）

に開始され，ユ955年までに177戸の農家が入植し

た。しかし，入植は1920年からユ922年にかけて

集中しており，その期問の入植農家は52戸を数え

た。入植農家の出身地は旧小倉村が87戸で最も多

く，次いで旧梓村の20戸と旧温村の1ユ戸が続き，

小倉官林の入会権をもっていた村落出身の農家が

全体のll．1脆占めてい帆このことは，小館

林の開発が入会権をもつ村落の農家の次，三男の

入植により行われたことを示している。また，入

植農家は専業農家と兼業農家に大別され、それぞ

れに2．O　haと工．0haの土地が配分された。そして，

小作料はユOa当り6．5円に定められたがヨ滞納する

農家が続出した。

　1930年（昭和5）の開墾地の土地利用では，桑園

が347haと卓越していた。この桑園は旧温村や旧

明盛村の養蚕農家の蚕種生産にも用いられており里

饗蛆蝿の被害を回避するため，集落から離れた砂

礫地に多く分布していた8しこのように桑園が拡大

しはじめたのは1925年（昭和1）以降で，それ以前

には大麦や小麦，粟，蕎麦などが自給作物として

多く作付されていた。つまり，1920年頃の標準

的な開拓農家は麦類と雑穀類を約0．6haずつ作付

し，年問79円の農業収入を得ていた。1930年にな

ると，大豆や大根が商晶作物として栽培されるよ

うになった。それらの作付面積はそれぞれ55haと

50haであり，麦類や雑穀類の作付面積よりも5ha

から10ha上回っていた。そして，1930年の標準

的な開拓農家では，大麦と小麦，蕎麦が約0．ユha

ずつ，大豆と大根が約O．ユ5haずつ作付されてい

た。さらに，開拓農家は約0．8haの桑園と約O．2

haの果樹園を所有しており，年問876円の農業収

入を得ていた9も

　亙一2　第2次世界大戦後における土地利用の

　　　　　変化

　第2次世界大戦後における黒沢川扇状地の土地

利用の変化を第ユ図に示した旧小倉村における作

物別収穫面積の推移からみてみよう。ユ950年では望

食糧増産の農業政策に呼応した穀物類の収穫面積

が235．7haと卓越し、飼料作物や桑の収穫面積も

それぞれ168haとユ57haで多かった。しかし，桑

園は王930年頃の繭価の暴落を契機に縮小傾向にあ

り司普通畑や果樹園に転換されてきた。ユ960年

頃の普通畑では，夏作の陸稲とトウモロコシ壬大

豆，冬作の大麦と小麦が主に栽培され、土地利用

率も約ユ50％に達していた。そのため王農家は2

頭程度の役肉牛や乳牛を飼養して壬畑地の地カ増

進に努めていた。果樹園ではリンゴ生産が中心で／
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第1図　黒沢川扇状地1日小倉村における作物別収

　　　穫面積の推移

　　　　（農林業センサスにより作成）
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あり，その収穫面積は好調な市場価格に支えられ，

ユ950年の27，6haから工960年の99．Ohaに急増し

てきた。

　旧小倉村におけるリンゴ生産は，降幡宇一氏が

1916年（大正5）に南小倉追鳥場の約1haの傾斜

地に国光や紅玉などを植栽したことを噌矢とする。

しかし，農薬による病害虫防除の方法が普及して

いなかったため，リンゴ生産は成功しなかった。

その後、降幡広志氏や中田儀一氏，帯刀三津雄氏

らが繭価の不振から1928年（昭和3）に国光や紅玉

のリンゴ園を開園したことを契機に，リンゴ生産

農家が輩出した1Oしリンゴ生産農家は桑園の一部

をリンゴ園に転換させており，桑園の減少とリン

ゴ園の増加は相関関係にあった。リンゴ園の拡大

と相まづて，農業経営も穀作と養蚕を組合せた穀

桑式経営から果樹生産と穀作，畜産を組合せた経

営に変化してきた。このことは1960年の旧小倉

村の農業粗生産額からも明らかである。つまり，

果樹収入は農業粗生産額の約26％を，穀物収入は

約21％を，畜産収入は約ユ3％を占めていた。

　ユ965年には，果樹生産と穀作，畜産を組合せた

複合経営は麦価の不振により変化しはじめ，果樹

と果菜生産，畜産を組合せたものが台頭してきた。

このことは，王965年からユ975年にかけて麦類の

収穫面積が44haからOhaに激減し，果菜類のそ

れが25haから67haに激増したことからも明らか

である。ことにプリンスメロンは，ユ965年頃，国

光と紅玉に腐乱病が発生したことを契機に，リン

ゴに代わる商晶作物として普及しはじめ，その収

穫面積はユ965年のユ3haからユ975年の40haに増

加してきた。しかし，プリンスメロンに連作障害

が発生したため，収穫面積は王975年以降減少し

ている。その反面，スイカや加工用トマトの収穫

面積が増加し；プリンスメロンのそれと匹儀する

ようになっている。一方，ユ965年から！975年ま

で約ユOOhaで停滞していたリンゴの収穫面積は，

ユ975年以降，rつがる」や「ふじ」などの新晶種の

導入ヨ中信平地区土地改良事業による畑地の灌概

化11、わい化栽培などの技術革新により拡大し続

けている。ユ980年現在，リンゴの収穫面積は145

haで，リンゴ生産農家ユ戸当りのリンゴ園面積は

約O．5haに達している。

　現在の土地利用の状況を第2図に示した室町地

区の土地利用から検討しよう。室町地区は小倉官

林の開墾地であり，集落ξま旧小倉村や旧温村，旧

梓村，旧倭村などからの入植農家により構成され

ている。そのため，集落は路村形態を呈し，地割

は短冊状で，その長辺は斜面に直角になっている。

農家は幹線道路沿いに問口約36m，奥行き約40m

の宅地を所有し，その背後に奥行き約420mの耕

地を所有している。耕地利用ではリンコが卓越し，

宅地付近には普通栽培のリンゴ園が，宅地から離

れた場所には，わい化栽培のリンゴ園が立地して

いる。わい化栽培は1975年以降に現われはじめ，

畑地の灌概化が進むにつれて，宅地から離れた畑

地や更新時期のブドウ園をリンゴ園に変えてきた。

さらに，わい化栽培は老朽化したリンゴ園にも導

入されており，わい化栽培面積は増加している。

リンゴの未成園ではメロンやスイカが問作され，

一部の成園では牧草が草生栽培として間作されて

いる。

　リンゴ園以外の耕地では，加工用トマトやプリ

ンスメロン，バンダムが多く作付されている。土

地利用を概観すると，加工用トマトとプリンスメ

ロンの多くは宅地から約250m離れた耕地で栽培

され，バンダムは一般に約350m離れた耕地で栽

培されていることがわかる。っまり，農家の基本

的な耕地利用パターンは，宅地から離れるにっれ

て，自家菜園，リンゴ園，果菜畑，穀物畑という

配列になっている。このような耕地パターンはリ

ンゴ生産の拡大とともに変化し、果菜畑はリンゴ

園に，穀物畑は果菜畑に転換されていく。リンゴ

生産がさらに拡大されると，果菜畑もリンゴ園に

転換され，ついには自家菜園を除くすべての耕地

がリンゴ園になっていくと考えられる。

㎜　黒沢川扇状地露町地区における農業経営の

　　諸類型

　室町地区における38戸の農家は農家所得の組合

せ，経営耕地面積，リンゴ園面積，そして家族の
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第2図黒沢川扇状地室町地区における土地利用（ユ983年6月）

　　　（現地調査により作成）

就業状況から専業経営農家と複合経営農家，兼業

経営農家に大別でき害さらに6っの経営類型に分

類できる。すなわち，リンゴ専業経営（A）と酪農㊥

リンゴ経営（B），リンゴ固畑作経営（C），畑作兼

業経営（D），リンゴ兼業経営（Eユ），自家菜園経営

（E2）である（第ユ表）。また室町地区では雪1983

年現在，農家全体の84．2％にあたる32戸の農家が

リンゴ生産を行っている。そのため，リンゴ生産

がこの地域の農業や農家の性格を知るうえで重要

な鍵を与えてくれるものと思われる。以下，リン

ゴ生産農家を中心に，農業経営の実態を類型ごと

に杷握し，リンゴ生産の地域的な性格を詳細に検

討しよう。

　皿一豆　專業農家

　専業経営にはリンゴ専業経営（A類型）だけが含

まれている。リンゴ専業経営農家は12戸で。農家

所有のすべてをリンゴから得ている。経営耕地面

積は工．6haから3．Ohaで，リンゴ園面積は1．5ha
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第ユ表　黒沢川扇状地室町地区における農家の経営類型（ユ983年）

経　営　類　型
経営耕地 リンゴ園 戸

農家所得の組合せ
就業　状　況

面積（ha） 面積（ha） 数 世帯主 妻 後継者 嫁

専業経営 Aリンゴ専業経営 F110〕 I．6～3．O ユ．5～2．8 ！2 N N N N

複合経営
B酪農画リンゴ経営 M（8〕十F（2〕 2．5～3．8 O．2～0．3 2 N N N N
C　リンゴ回畑作経営 F15〕十U14〕十〇1ユ） O．8～2，5 O．3～1．7 ユ3 N N Q
D畑作兼業経営 U16〕十〇（4） 1．2～1．4 2 P N Q N

兼業経営 Eエリンゴ兼業経営 O17）十F（3〕 O．4～1．O 0．2～O．7 5 P N Q Q
E2自家菜園経営 O110〕 0，3～0．5 4 Q N Q

注）F：リンゴ，U：畑作物，M：牛乳，O：農外収入，（　）内の数字は収入の割合を示す。
　　N：農業，P：工場や土木工事の臨時雇，Q：会社，役所などの職員労働。

（三郷村役場資料，あづみ農業協同組合小倉支所資料および聞き取り調査により作成）

から2．8haに及んでいる。室町地区の農家経営を

示した第3図によれば，A類型の農家は上層に位

置し，経営耕地の90％以上をリンゴ園にしている

ことがわかる。これら上層農家は，リンゴが永年

作物であるため，耕地の貸借関係が成立しにくい

こともあって，兼業農家（E］類型とE2類型）から

10a当り約ユ80万円（1980年）で耕地を購入して

経営耕地を拡大させてきた。リンゴ生産は労働集

約的な農業であるため，その経営には世帯主夫婦

と後継者夫婦の2世代が従事し，農家はリンゴ園

10a当り約ユOO万円の粗収入を得ていた。

　1970年頃のA類型の農家は一般に約1．8haの耕

地を所有し，果樹生産と畑作，畜産を組合せた複

合経営を行っていた。果樹生産の中心はリンゴで，

リンゴ園の規模は成園で約40a，未成園で約20a

であった。ブドウ園を20a程度所有する農家もあ

ったが，そのようなブドウ園は1975年からユ978

年にかけてリンゴ園に転換された。畑作の中心は

プリンスメロンやスイカ，加工用トマトであり，

それらの作付面積は約60aになっていた。ことに，

プリンスメロンとスイカは！980年頃までリンゴ未

成園で問作され，最も遅くまでリンゴ生産と結合

していた畑作の商晶生産部門であった。また，畑

地ではニンジンやタマネギ，大根などの採種が約

20a行われていたが，これも1975年頃までに生産

されなくなった。一方，畜産では肉牛肥育が行わ

れ，1975年頃にはユ戸当り約6頭の赤毛和牛が飼

養されていた。このような畜産は飼料の牧草をリ

ンゴ園の草生栽培から獲得し，糞尿をリンゴ園に

還元することにより成立していた。しかし，リン

ゴ園の管理が草生法から清耕法や敷草法に変化し

たことを契機に，肉牛肥育を中止する農家が現わ

れ，A類型の農家では1980年までに肉牛肥育は行

われなくなった。

　リンゴ専業経営農家は1975年から現われはじめ，

リンゴ生産の専業化はリンゴ園の拡大と多収穫性

晶種の導入，栽培技術の革新によりもたらされた。

たとえば，中信平土地改良事業によりスプリンク

ラーなどの撒水施設や点滴灌水施設が完備され，

このことがリンゴ園の拡大の契機となっている。

また，リンゴの晶種においても，紅玉やレッドゴ

ールド，ゴールデンデリシャスなどに代わって，

rつがる」やrふじ」が導入されている。紅玉など

従来の晶種の10a当りの延労働時問は約200時間

と短いが，ユOa当りの収量は約2．2tと低い。いわ

ば，従来の晶種は省力画低収量という性格をもっ

ており，5ha以上の大経営に適していた。他方，

rつがる」や「ふじ」の10a当りの延労働時間と収

量はそれぞれ約300時間と約4tであり，これらの

晶種は労働集約的だが，多収穫性だといえる。っ

まり，rつがる」やrふじ」はユ．5haから3haの家

族経営に適しており工2），A類型の農家で多く栽培

されている。

　さらに，わい化栽培や無袋栽培の技術革新は
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経 農業
農

営
外専

類
專従者数 就従

業者 経営耕地面穫（ha）
型 男 女 数

B 2 2 O 1…119H：÷：チ＝∴㌧凹・∵∴㌦∵∴㌦凹∴日
A 2 2 0111111111

A 2 2 O111111111

C 1 2 111：1：1：

8 2 1 O1l11111HHHH川H
A 2 1 o1：1：1：1ミ

A’ 2 1 o1l1111111

A 2 2 11111111

C 1 2 o：1：1：1l1

A 2 1 O11111111

A 2 1 o1：1：1：1：

A 2 1 11：1：1：1

C 1 1
11111111111111 寺1萎111：1 、ノ

A 2 2 Ol1：1：1：1l

C 1 1 O：1灘
A 2 1 111111111 l1：1：1：1：1111：ク

A 2 2 O1：1：1：1：1

C 1 1 2111111111 l11…1ll！

C o 2 1：1：1：1：1

C 1 1 l1111111111111：。寺〃
D O 2 1
C 1 1 1：1：1：1：

C 1 1 l11l111111111概

C 1 o 11美1111

C 1 1 11：1：1：1

D o 2 1
C O 1 111111111

E1 O 1 2：1：111：1：

E
1
O 1 311111榊榊

E1 o 1 11：1：1：1l

E
1
o 1 2111111111

C 1 1 o11111111l

E2 o o 2一一
E2 O O 1一
E
1
O O l11111

E2 O o 2
E2 0 o 2一」
E2 O o 2

騒麗1ンゴ

匿ヨス／カ

固飼料作物

A　　一」ンゴ専業経営

　D畑H乍兼業経営

第3図

0　　　　1　　　　2　　　　3　　　　4
　　　　　　　　　　　　　（ha
睡ヨ1ンコ似外の鮒魎／ロン

鰯加醐／マ1騒騒水稲
口1の他1作物

　B薗害崖嚢・リン＝］』経…営　Cリンゴ’畑イ乍乗蚤営

　E1　リンゴ兼業経営　　　E2　自家菜園縫憲

黒渕1偏状地室町地区における農家経営

（1983隼）

（三郷村資料，あづみ農業協同組合小倉支

所資料および聞き取り調査により作成）

ユ975年頃からはじまり，このことがリンゴ園の拡

大や新晶種の導入に拍車をかけることになった13し

わい化栽培はrつがる」やrふじ」などをわい性台

木に接木してわい化樹をつくり，それを畦間4m，

株間1．5mで密植して高さ約3．5mに仕立て上げて

リンゴ生産を行うものである。わい化栽培では収

穫が4年目から可能になり、6年目の収量は10a

当り約4tと普通栽培の15年目のものと変わらな

くなる。栽培技術においても，わい化栽培は勇定

などに高度な熟練技術を必要としないため，果樹

生産の経験がない農家でも資本などの援助かあれ

ば導入できた。わい化栽培はA類型の農家で盛ん

に導入されており，その面積はA類型の農家のリ

ンゴ園の約60％を占め，1戸当り約ユhaに達して

いる。無袋栽培は袋かけ作業を省力化するために

導入された。しかし，無袋リンゴが有袋リンゴの

ものよりも糖度で約2度高く，食味に優れている

ことも手伝って，この栽培技術を採用する農家は

A類型のものを中心に増加している。

　皿一2　複合経當

　複合経営には酪農固リンゴ経営（B類型）とリン

ゴ田畑作経営（C類型）が含まれている。B類型の

農家は2戸で，2．5haから3．8haの経営耕地を所

有しており，室町地区の農家では上層に位置して

いる（第3図）。しかし，リンゴ園面積は0．2haか

ら0．3haにすぎず，経営耕地の90％以上が飼料畑

になっている。B類型の農家は有畜畑作経営の一

環として1950年頃から酪農を開始し，ユ955年頃

から酪農と畑作，リ’ンゴ生産を組合せた経営を行

うようになった。その時のリンゴ園は約0．3haで，

宅地付近に立地しており，そこでは国光や紅玉，

スターキングなどが生産されていた。その後，畑

地灌概が不十分であったため，経営規模の拡大は

酪農を中心に行われ，耕地は次第に飼料畑に変え

られていった。現在では約30頭の乳牛が飼養され

ており，酪農収入は農家所得の80％以上を占める

ようになっている。

　一方，リンゴ園の拡大は試みられず，その規模

と栽培晶種は従来と変わりない。これは畑地灌概

の不備からリンゴ園の規模拡大ができなかったた

めである。そして，リンゴが永年作物であるため，

リンゴ園は他作目に転換されることなく温存され

てきた。さらに，草生栽培の牧草が乳牛の飼料に

なり，乳牛の糞尿がリンゴ園の有機肥料になるた

め，酪農とリンゴ生産の複合経営は続けられてき

た。しかし，ユ983年現在，リンコ収入は農家所得

の20％以下で，リンゴ生産は酪農経営の補完部門
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にすぎない。このことはヨスターキングなどの省

力晶種が生産の中心であり，家族労働力の多くが

酪農に向けられていることからもうかがえる。

　C類型の農家は13戸で，O．8haから2．5haの経

営耕地を所有している。室町地区の農家のなかで

は，C類型の農家は上層から下層にかけて位置し

ているが，大部分は中層に位置している（第3図）。

上層に位置するC類型の農家は2．5haの経営耕地

を所有し，それをリンゴ園（ユ．7ha）とメロン畑（O，4

ha）里スイカ畑（O．4ha）に利用している。農家

所得はその約70％をリンゴから，約30％をメロン

とスイカから得ているが，リンゴの粗収入はA類

型の農家のものに匹敵している。また，畑地の灌

溺化やわい化栽培の導入を契機に，リンゴ園の拡

大が進められ，メロンとスイカの栽培は未成園で

の問作に縮小されっっある。そして，この農家は

農業後継者を確保することにより，リンゴ専業経

営に移行するものと思われる。

　中層に位置するC類型の農家は約1．4haの経営

耕地を所有し，それをリンゴ園（約0．5ha）とメロ

ン畑（約O．3ha），スイカ畑（約O．3ha），加工用ト

マト畑（約O．3ha）に利用している。農業経営には

世帯主夫婦が従事しているが，後継者は恒常的職

員労働に従事している。したがって壬農家所得は

その約50％をリンゴから，約40％を畑作物から，

約10％を農外就業から得ている。このような経営

形態は従来の形態から肉牛肥育を欠いたものにす

ぎずヨリンゴ園を拡大してリンゴ専業経営に移行

するものと，畑地の一部を手放して兼業を深化さ

せるものとに分化する過渡的な段階といえる。リ

ンゴ専業経営に移行するには，リンゴ園が1，5ha

以上に拡大され，4人以上の農業従事者が確保さ

れなければならず王わい化栽培の導入や農業後継

者の養成が必須条件になっている。しかし，農業

後継者が養成されたC類型の農家はほとんどない。

また，わい化栽培の導入も遅れており，その面積

は上層に位置するもので1戸当り約1．Ohaに達し

ているが，その他の農家ではユ戸当り約O．2haに

すぎない。

　㎜一3　兼業経営

　兼業経営には畑作兼業経営（D類型）とリンゴ兼

業経営（E1類型），自家菜園経営（E2類型）が含ま

れヨD類型の農家以外は第2種兼業農家である。

兼業経営でリンゴ生産を行っているのはE1類型の

農家である。E1類型の農家は5戸で，O．5haから

1．Ohaの経営耕地を所有しているが，室町地区の

農家では下層に位置している（第3図）。しかし筥

E1類型の農家はO．2haからO．7haのリンゴ園を

所有しており，リンゴ収入は農家所得の約30％を

占めている。このような農家は，省力的なわい化

栽培の導入も手伝って，増加しつつある。これは，

わい化栽培が熟練技術を必要とせず，約O．5haの

わい化リンゴ園の経営が2人程度の農業従事者で

賄えるからである。さらに，畑地灌概の進展や共

同防除組織の存在により14㌔リンゴ園の維持管理

が容易になったことも，E1類型の農家を支える条

件になっている。

　E1類型の農家はもともとC類型に位置していた

が，世帯主が臨時的季節労働に，後継者夫婦が恒

常的職員労働に従事するようになり，農家経営は

E】類型に移行してきた。その際，農家はO．5haか

ら1．Ohaの耕地をB類型の農家に飼料畑として賃

貸しているが，A類型の農家との耕地の貸借関係

は，リンゴが永年作物であるためヨあまり成立し

ていない。しかし，E］類型の農家は，兼業がさら

に深化すれば，リンゴ園や畑地をA類型の農家に

売却し，農家経営はE2類型に移行していく。E1類

型の農家はO．3haから0．5haの経営耕地を所有し，

そこで自家用の野菜を栽培している。そのため，

農家所有はすべて農外就業から得ている。

　他方，D類型の農家はメロンやスイカ，加工用

トマトを商晶として生産している。しかし，後継

者は会社や役場などで恒常的職員労働に従事し，

世帯主も冬期問には土木工事などの臨時雇用に従

事している。そのため，農家所得の約40％は農外

就業から得ている。D類型の農家は，連作障害が

メロンやスイカ畑に発生したことを契機にヨ畑

作部門を縮小させ，わい化栽培のリンゴ園を開園

するものと兼業を深化させるものとに分化してい
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る。リンゴ園を開園するには資本の調達と農業労

働力の増加が必要になっているが，多くの場合，そ

れらの条件が満されず苛農家労働カの多くは農外

就業に向けられている。その際，D類型の農家は

耕地の大部分をA類型の農家に売却し，農家経営

はE2類型に移行している。

v　黒沢川扇状地におけるリンゴ生産の存在形態

　　一むすぴにかえて一

　黒沢川扇状地におけるリンゴ生産は、ユ930年頃

の繭価の暴落を契機に，一部の桑に代わってリン

ゴが植栽されたことにはじまる。それ以来，リン

ゴ生産は穀桑式経営を補完する生産部門として存

在したが，その重要性は低く，生産農家も少なか

った。第2次世界大戦後，養蚕がさらに衰退する

一方で雪リンゴ生産は好調な市場価格に支えられ

て拡大し，ユ950年には農家全体の約70％に普及す

るようになった。その頃のリンゴ生産は穀類や芋

類，豆類の栽培と肉牛肥育，あるいは酪農ととも

に複合経営の一部門を形成していた。この場合，

リンゴ園の規模は約O．1haと零細であったため，

リンゴ生産の地位は依然として高いものでなかっ

たといえる。しかし，桑園からリンゴ園への転換

が進むにつれて，リンゴ生産の地位は向上してき

た。ユ960年には，リンゴ園の規模は農家ユ戸当り

約0．仙aに拡大され，リンゴ収入も農家所得の30

％以上を占めるようになったが，農家の経営形態

はリンゴ生産と畑作，畜産を組合せたもので，従

来と変りなかった。

　大部分の農家では，1970年代前半までリンゴ生

産と畑作，畜産の複合経営，つまり第1表のC類

型に畜産を加えた経営形態が温存されてきた。こ

のことは，不十分な畑地灌概からリンゴ園の拡大

ができなかったこと，リンゴに代わる商晶として

導入されたプリンスメロンなどの果菜類が連作障

害から，それほど拡大されなかったことに起因し

ていた。また，多くの農家は畜産技術に熟達して

いなかったため，畜産部門は縮小されていき，農

家経営はC類型に近似する傾向にあった。他方，

一部の農家では，ユ970年頃から酪農の規樹広大が

行われ，農家経営はB類型に移行するようになっ

た。このような農家は，満州開拓で酪農を経験し

ていたことや最も遅れて黒沢川扇状地に入植した

ことから，リンゴ生産に執着することなく酪農の

規模拡大ができたと考えられる。しかし，リンゴ

が永年作物であることやヨ草生栽培や糞尿の土壌

還元を通じてリンゴ生産と酪農が合理的に結びつ

くことから，リンゴ生産は酪農経営の補完部門と

して温存されている。

　リンゴ生産の専業化は，中信平土地改良事業に

よる畑地灌概の整備と高収穫性晶種やわい化栽培

などの導入を契機に，1975年以降に実現した。

その結果，リンゴ生産農家は経営形態をC類型か

A類型に展開させるものと，E］類型やE2類型に移

行するものとに分化してきた。A類型に展開した

農家は，農業後継者が確保されると同時に補助金

や融資を受けて，灌概施設の設置とわい化栽培の

導入を行い、所有耕地の大部分をリンゴ園にして

きた。そして，A類型の農家は兼業農家から耕地

を購入して，リンゴ園の拡大に努めている。他方，

農業後継者が養成できずにいる農家や資本の調達

ができない農家はC類型の経営形態にとどまって

いる。しかし，兼業が深化するにつれて，C類型

の農家はリンゴ生産を温存しながら畑作部門を縮

小させ，E1類型の経営形態に移行していく。つま

り、リンゴ生産はわい化栽培と共同防除組織によ

り省力化されたことと，この地域にリンゴ生産の

伝統があることヨそしてリンゴ生産農家が集積し

ていることにより温存されている。さらに兼業化

が進み，世帯主と後継者が恒常的職員労働に従事

するようになると壬E】類型の農家はリンゴ生産を

中止し，耕地をA類型の農家に売却して，E2類型

の経営形態に移行していく。

　総じていえば，黒沢川扇状地の農家は，リンゴ

生産あるいは酪農を指向することにより自立経営

を確立させている。しかし，リンゴ生産における

先駆的指導者の存在や農業協同組合の営農指導に

より，リンゴ生産が発展しヨ多くの農家はリンゴ

生産により自立経営を確立させている。さらに，

畑地灌概の進展やわい化栽培の導入といった耕地
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利用の集約化と高度化に支えられ，リンゴ生産は

専業化してきている。

　本稿をまとめるにあたって，奥野隆史，斎藤　功，宮坂正治，山本正三の各先生から御助言をいただいた。

現地調査においては，三郷村役場，あづみ農業協同組合小倉支所，そして室町地区の多くの農家の方々に

お世話になった。記して感謝申しあげる。
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